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～第16回チャリティー演芸会～
「今年は観光協会や商工会青年部も出演し今まで以上に大盛り上がり！！」
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　第３回定例会は、町長提案の各会計補正予算、条例の一部改正、決算審査特別委員会に付
託した平成22年度各会計決算など4件の議案が提出され原案どおり可決しました。
　また、一般質問では1人の議員が将来の方針などについて、所信を伺いました。

●会　　期　9月14日～15日
●出席議員　9名第３回定例会
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Q
藤
井
議
員　

庁
舎
周
辺
に
繁

茂
し
て
い
る
外
来
種
で
あ
る
ノ

ラ
ニ
ン
ジ
ン
の
駆
除
対
策
は
？

A
総
務
課
長　

外
来
種
な
の
か

ど
う
か
の
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
庁
舎
周
辺
の
草
刈
等
は
職

員
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

回
数
を
増
や
す
な
ど
で
駆
除
し

ま
す
。

▽
平
成
22
年
度
利
尻
富
士
町
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決

算
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
の
「
意
見
を
付
し

て
認
定
す
べ
き
」
の
と
お
り
、

満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

▽
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
は
〕

　

死
亡
者
に
係
る
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
又
は
祖
父
母
の
い
ず

れ
も
が
存
じ
な
い
場
合
に
、
兄

弟
姉
妹
が
い
る
と
き
は
、
そ
の

兄
弟
姉
妹
に
災
害
弔
慰
金
を
支

給
す
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

と
な
り
ま
す
。
期
間
に
つ
い
て

は
特
に
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
し
、

割
引
の
種
類
に
つ
い
て
は
会
社

側
か
ら
の
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
俵
谷
議
員　

自
治
振
興
費
で

の
ブ
ッ
タ
上
映
の
報
償
費
と
教

育
委
員
会
事
業
と
の
関
連
性
を

説
明
願
い
ま
す
。

A
副
町
長　

稚
内
Ｔ
ジ
ョ
イ
の

社
長
が
東
映
の
北
海
道
地
区
営

業
統
括
部
長
を
兼
務
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
「
北
の
カ
ナ
リ

ア
た
ち
」
の
ロ
ケ
地
に
選
定
し

て
頂
く
た
め
の
先
行
投
資
的
考

え
で
の
上
映
報
償
で
す
。

A
町
長　

ロ
ケ
地
の
誘
致
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
映
画
を
観
て

も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
と
い
う

こ
と
も
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
、
ロ
ケ
地
決
定
ま

で
配
慮
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
い

う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
映

画
を
観
る
機
会
を
増
や
し
ま
す

の
で
、
町
の
人
た
ち
も
集
ま
っ

て
下
さ
い
と
い
う
趣
旨
で
す
。

Q
教
育
委
員
会
事
業
で
の
補
助

の
実
績
は
？

A
教
育
委
員
会
次
長　

上
映
期

間
中
と
各
学
校
が
運
動
会
等
学

校
行
事
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
利
用
枚
数
は
37
枚
で
す
。

Q
米
谷
議
員　

ペ
シ
岬
遊
歩
道

整
備
工
事
内
容
で
は
、
階
段
段

差
の
解
消
や
手
す
り
の
改
修
が

行
わ
れ
ま
す
か
？

A
産
業
建
設
課
長　

石
を
組
み

な
が
ら
階
段
を
設
置
す
る
工
法

で
す
の
で
、
極
端
な
ス
テ
ッ
プ

幅
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
す
り
に

つ
い
て
は
全
面
的
に
改
修
し
ま

す
。

Q
米
谷
議
員　

Ｈ
Ａ
Ｃ
運
航
に

よ
り
往
復
運
賃
割
引
制
度
の
適

用
期
間
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

か
？
ま
た
、
利
尻
路
線
の
運
賃

割
引
の
種
類
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
会
社
側
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
す
か
？

A
空
港
管
理
事
務
所
長　

片
道
、

片
道
で
利
用
し
て
頂
い
て
往
復

が
証
明
で
き
れ
ば
助
成
の
対
象

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
1
億
1
千
5
7
2
万

円
を
追
加
し
、
総
額
は
42
億
6
千
9
8
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
水
産
業
強
化
対
策
整
備
交
付
金
、
ペ
シ

岬
遊
歩
道
整
備
工
事
請
負
費
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加

な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
は
、
2
3
5
万
2
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
4
億
5
千
9
3

4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

水産業強化対策整備交付金…………………
ペシ岬遊歩道整備工事請負費……………………
光ケーブル移設工事……………………………………
地域青少年会館暖房機取替……………………………
財政調整基金積立金…………………………
特定健診未受診者等対策事業……………………

【追加した主な事業】
1億691万6千円
401万5千円
180万円
110万円

1千181万6千円
225万8千円

質　
　

疑

補
正
予
算

●会　　期　9月14日～15日
●出席議員　9名第３回定例会

決
算
認
定

条
例
改
正
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9月定例会一般質問

「離島を自然エネルギーだけで発電構想」
　　　　　　　　　　　　　誘致に積極的に

道の動向を把握し誘致に積極的に対応したい

黒 川 健 一 議員 自然エネルギー

9月定例会一般質問

議
員　

高
橋
北
海
道
知
事
の

「
離
島
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
で
発
電
」
の
発
言
は
、
前
首

相
の
「
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会

づ
く
り
」
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に

よ
る
道
内
に
お
け
る
大
規
模
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
計
画
が

浮
上
し
て
い
る
中
、
機
を
得
た

す
ば
ら
し
い
構
想
で
あ
る
と
賛

意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
中
で
知

事
は
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
や

す
い
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
た
い
と
し
、
奥
尻
島
、

利
尻
・
礼
文
島
の
名
を
挙
げ
構

想
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
、
構
想
の
具
体
的
な
考
え

方
を
質
し
な
が
ら
も
、
賛
意
を

表
し
、
他
の
離
島
に
さ
き
が
け

て
誘
致
に
手
を
挙
げ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

町
長　

「
知
事
が
新
構
想
」
と

い
う
新
聞
記
事
の
内
容
は
、
道

内
の
離
島
で
「
丸
ご
と
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
発
電

す
る
。
そ
う
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
み
た
い
」（
原
文

の
ま
ま
か
ど
う
か
は
不
明
）
と

あ
り
ま
し
た
。
道
庁
に
出
向
く

機
会
に
、
経
済
部
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
担
当
課
に
知
事
の
「
新

構
想
」
の
真
意
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
発

言
し
た
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
公

式
な
会
議
等
で
発
言
し
た
も
の

で
な
く
、
あ
る
集
会
の
中
で
の

発
言
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
担

当
課
に
内
容
を
検
討
す
る
指
示

が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
離

島
は
陸
地
と
電
線
が
繋
が
っ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
は
、
離
島

の
み
で
完
結
型
電
力
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考

え
か
ら
の
発
言
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
は

知
事
の
公
約
で
も
あ
り
、
色
々

な
こ
と
を
頭
に
描
い
て
い
る
部

分
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

課
に
話
は
降
り
て
き
て
い
な
い
、

状
況
が
変
化
し
た
場
合
に
は
早

く
離
島
に
知
ら
せ
た
い
。
と
の

こ
と
で
し
た
。
利
尻
島
内
の
電

力
は
安
定
し
た
供
給
が
約
束
さ

れ
て
初
め
て
町
の
発
展
や
福
祉

・
教
育
の
向
上
、
住
民
生
活
の

安
定
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
今
後
、
道
の
動
向

を
把
握
し
な
が
ら
誘
致
に
積
極

的
に
対
応
し
ま
す
。

議
員　

こ
の
構
想
を
エ
コ
と
絡

め
て
い
く
と
、
利
尻
・
礼
文
は

自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
、
自
然
環
境
と
エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
付
加
価
値

と
し
て
観
光
に
プ
ラ
ス
さ
れ
今

後
の
観
光
に
非
常
に
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
売
り
物
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
構
想
自

体
は
短
期
間
で
終
わ
る
も
の
で

は
な
く
、
長
期
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
、
建
設
業
者
も

含
め
て
大
き
な
経
済
効
果
も
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

町
長　

ま
だ
、
北
海
道
の
具
体

的
な
動
き
が
な
い
と
い
う
こ
と

が
事
実
で
す
。
北
海
道
か
ら
、

構
想
が
具
体
化
に
な
っ
た
時
点

で
は
離
島
に
周
知
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
道
の
動
き
が
あ

っ
た
場
合
に
は
積
極
的
に
対
応

し
ま
す
。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、平成22年度利尻富士町一般会計及び特別会計の
決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率が、監査委員の審査の意見が付されて町長より議会に報告され
ました。各比率は次のとおりです。
　実質赤字比率は「非該当」（基準15.0％）連結実質赤字比率は「非該当」（基準20.0％）
　実質公債費比率12.4％（基準25.0％）将来負担比率74.1％（基準350.0％）
　簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計、港湾整備事業特別会計、温泉事業特別会計の資金不足比率（基
準20.0％）は、いずれも「非該当」　※すべての比率が早期健全化基準未満！

報 告

一般
質問
一般
質問
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途
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
映
60
周
年
記
念
映
画
「
北
の

カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
ロ
ケ
地
決

定
に
つ
い
て

　

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の

企
画
発
表
が
な
さ
れ
、
ロ
ケ
地

に
利
尻
・
礼
文
島
が
決
定
し
正

式
に
決
定
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

利
尻
・
礼
文
の
撮
影
は
今
年
の

秋
以
降
始
ま
り
、
来
年
の
夏
ま

で
の
長
期
ロ
ケ
で
多
く
の
俳
優

や
ス
タ
ッ
フ
の
滞
在
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
映
画
の
公
開
・
上
映

後
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
観

光
の
起
爆
剤
と
な
り
、
町
内
の

経
済
や
活
性
化
に
計
り
知
れ
な

い
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

稚
内
利
礼
航
行
路
燃
油
価
格
変

動
調
整
交
付
金
（
燃
油
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
）
に
つ
い
て

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て

23
年
10
月
1
日
か
ら
稚
内
〜
鴛

泊
間
の
フ
ェ
リ
ー
運
賃
が
1
0

0
円
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
1
0
0
円
値
上
げ

さ
れ
る
料
金
改
正
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
な

く
北
海
道
と
町
が
半
額
（
50
円
）

ず
つ
負
担
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
対
す

る
「
和
船
」
の
贈
与
に
つ
い
て

　

「
稚
内
宮
城
県
人
会
」
か
ら

和
船
提
供
の
依
頼
が
あ
り
、
町

内
か
ら
9
隻
の
和
船
と
3
機
の

船
外
機
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し

た
の
で
、
「
が
ん
ば
れ
東
北
・

よ
み
が
え
れ
本
吉
の
海
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
届
け
ま
し

た
。
本
吉
町
の
漁
民
の
方
々
か

ら
感
謝
の
言
葉
が
届
い
て
お
り

ま
す
。

新
朝
日
ふ
化
場
の
建
設
状
況
に

つ
い
て

　

事
業
主
体
で
あ
る
「
宗
谷
さ

け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
」
の

も
と
入
札
が
執
行
さ
れ
、
24
年

1
月
31
日
が
全
体
の
完
成
で
す

が
、
来
年
放
流
す
る
稚
魚
生
産

予
定
尾
数
6
千
5
0
0
尾
を
収

容
す
る
た
め
、
12
月
15
日
を
目

利
尻
空
港
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

6
月
は
往
復
で
4
千
2
4
7

人
、
7
月
は
往
復
で
4
千
3
0

3
人
、
8
月
は
往
復
で
4
千
4

1
7
人
で
、
平
均
搭
乗
率
は
60

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
千

歳
〜
利
尻
間
は
9
月
30
日
か
ら

来
年
5
月
31
日
ま
で
一
時
休
止

と
な
り
、
10
月
1
日
か
ら
は
Ｈ

Ａ
Ｃ
（
北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム
）

が
利
尻
〜
丘
珠
間
を
開
設
し
通

年
運
航
と
な
り
ま
す
。
チ
ャ
ー

タ
ー
便
に
つ
い
て
は
、
9
月
1

日
か
ら
4
日
ま
で
函
館
・
利
尻

・
中
標
津
間
を
Ｂ
7
3
7
―
5

0
0
が
運
航
し
乗
降
客
は
8
3

1
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行 政 報 告行 政 報 告
　第３回定例会において、町長より「利尻空
港の利用状況について」ほか４件について行
政報告がありました。

1　

学
校
廃
止
跡
地
の
町
有
地

管
理
状
況
調
査

　

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

標
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

ら
れ
た
い
。

2　

利
尻
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
場
ゆ
ー
に
ー
管
理
状
況
調
査

　

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
路
面
水

対
策
及
び
コ
テ
ー
ジ
・
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
室
内
換
気
対
策
を
講
ず

る
べ
き
で
あ
る
。

3　

北
麓
野
営
場
現
況
調
査

　

整
備
工
事
は
順
調
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
特
記
事
項
な
し
。

7月29日　総務民教産建常任委員会
　常任委員会では、議会閉会中継続調査として、学
校廃止跡地の町有地管理状況外２件について調査し
ました。
　調査報告は次のとおりです。

●

●

定例町議会は、3月・6月・9月・12月の年4回開かれます。
臨時町議会は必要のつど開かれます。
　　　　　　　　　どうぞお気軽に議会を傍聴しましょう。

現在建設中の新朝日ふ化場現在建設中の新朝日ふ化場
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決算審査決算審査

審査の意見
　国の交付金等を活用し町民生活に直結する数多くの事業を実施しながら、行財政改革を継続した取り組みに
より経常経費の抑制に努め効率的な行政運営を図り、財政指標である経常収支比率を改善されたこと、また、
財政調整基金に291,428,166円の積み立てを行ったことは、次年度以降の財政運営上意義あるものであり、その
努力を高く評価するものであります。
　歳出においては、昨今の厳しい財政事情の中にありながら、適切な予算編成のもと、効率性を十分考慮し経
済的に執行されたものと認めるところであります。今後は、平成22年度の施策展開の効果を検証し、継続が必
要な事業や町民のための優先事業等を見極めていかなければなりません。
　歳入においては、税収入や各種使用料収入等の徴収に向けて事務担当者の努力は一定の評価をするものの、
町税、国保税、各種使用料等の新たな収入未済額の発生防止に努めるとともに、滞納額については、厳しい経
済情勢ではあっても負担の公平性を欠くものであり、滞納の実態に応じた収納方法を十分検討し、完納に向け
てさらに努力されたい。

委 員 長　黒　川　健　一
副委員長　前　田　芳　久

決算審査特別委員会報告書（抜粋）

審査の結果及び意見
　平成22年度利尻富士町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の計数は、関係緒帳簿及び証書類並びに預金残
高証明書と符号し、相違ないことを確認した。
　また、予算の執行及び収入、支出、財産の管理等財務に関する事務等については、適正に執行されたものと
認める。
　しかし、別記に掲げるように、個別意見として検討・改善を要するものがあったので、これらについて適切
な措置を求めるものである。
個別意見
　１　実効性のある収入の確保
　　　町税、負担金、各種使用料及び保険税に係る収入については、それぞれ収入未済額が多額となっている
　　ので、実態に応じた実効性のある収入の確保対策を講じること。
　２　特別会計の運営
　　　簡易水道事業、下水道事業、港湾整備事業、国民健康保険事業、介護保険事業の各特別会計の収入未済
　　額は前年度より増加しており、収入の確保はもとより新たな未収金の発生の防止に努める必要がある。
　３　財産、物品の購入事務について
　　　予算執行において、契約事務の一部に町財務規則に準拠していないと判断される事項があること、また、
　　契約事務が庁内的に統一性を欠いていることから、契約事務を改善する必要があること。

　平成22年度各会計の決算審査は、9月14日、本会議休会中に開催した「決算審査特別委員会」（黒川委員長）
において行いました。
　特別委員会は、予算の適正執行、予算執行による行政効果と経済効果、税・税外収入の状況及び滞納整理等
について審査すべく、理事者はじめ担当課長の出席を求め、慎重かつ厳正に審査しました。
　その結果、各会計とも予算の執行及びその取り扱いについて適正に行使されていると判断し、全員一致で「意
見を付して認定すべき」と決定し、本会議に報告しました。

決算額　一般会計　歳入　　61億4千799万9071円
　　　　　　　　　歳出　　61億188万8999円
　　　　特別会計（11会計）
　　　　　　　　　歳入　　17億9千679万7千20円
　　　　　　　　　歳出　　17億7千632万9千648円

監査委員　菊　地　喜　助
監査委員　伊　藤　信　勝

決算審査意見書（抜粋）

施策の成果を慎重にチェック

決算審査決算審査特別委員会特別委員会決算審査特別委員会
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▽
公
平
委
員
会
委
員

　

種
谷
正
邦
氏
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
（
4
期
目
）

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　

安
楽
昌
弘
氏
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
（
4
期
目
）

▽
教
育
委
員
会
委
員

　

梅
田
郁
恵
氏
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。
（
2
期
目
）

※
次
の
意
見
書
は
、
第
3
回
定

例
会
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

◎
「
離
島
振
興
法
」
の
改
正
・

延
長
を
求
め
る
意
見
書

◎
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
政

策
の
積
極
的
な
展
開
に
関
す
る

意
見
書

◎
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し

た
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

訴
え
る
意
見
書

◎
国
の
雇
用
創
出
基
金
事
業
の

継
続
・
改
善
を
求
め
る
意
見
書

人
　
　

事

意　

見　

書

　議会改革特別委員会（略称）では、「議会の活性化に資する議会改革に取り組む事件について」、
町議会の現状を踏まえながら課題及び改革の基本的な考え方について、課題の論点整理、具体的な
調査・検討事項の導出について議論と協議を重ねました。
　その結果として、議会改革を進めるには改革の根底となる理念が必要であるということから。
　改革の理念を
　「町民の負託に応えうる議会づくりをめざして」～見える議会の実現に向かって～
と定め理念を実現するための基本方向を
１　議会の自主性の強化
２　議会の行政監督の強化と議員の自己研鑽
３　議会の行政立案・審議能力の向上
４　対住民関係の改善
と定め、議会運営、議会活動、議員の活動に関わる具体的な改革事案を、活発な議論のもと合議体
としてのまとまりを目指すこととしました。

　議会改革の第１弾として、議会がおかれている現状認識からは対住民関係の改善に取り組むこと
が急務であると捉え、町民参加の取り組みにおいては議会の広報広聴活動の充実を図る必要がある
ことを確認し、議会の説明責任、情報の公開、情報の共有により町民との信頼関係を築き、町民に
議会の意図するところを伝えるためには、町民参加の推進を図り、多様な意見の集約機能を担うた
めに、現行の広報委員会を発展解消し、議会の機関として「広報広聴特別委員会」を設置すべきと
の合意に至りました。
　利尻富士町議会広報広聴特別委員会の設置は、11月１日開催の第３回臨時会に議員提出議案とし
て審議され満場一致で可決され、11月６日に設置されました。

委 員 長　田　村　　　修
副委員長　米　谷　　　篤
委　　員　前　田　芳　久
委　　員　伊　藤　信　勝
委　　員　黒　川　健　一

議会改革調査・検討特別委員会報告

利尻富士町議会広報広聴特別委員会委員と所管事務

広報広聴特別委員会では、次の事務を行います。

・親しみやすい議会広報誌「議会だより」の編集・発行
・議会報告会（意見交換会）の企画・立案に関する調査
・議会傍聴の促進に関する調査
・広報広聴委員会に関わる規定等の調査
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臨 時 会

　平成23年度一般会計補正予算（第4号）は、1千300万円を追加し、総額を42億8千284万円としました。
　また、平成23年度国民健康保険施設特別会計補正予算（第1号）は、レントゲン画像診断装置購入など、
241万8千円を追加し、総額を7千264万7千円としました。

　平成23年11月1日第3回臨時会が招集され、常任委員会委員、議会運営委員会委員の選任を行い、
新構成による利尻富士町議会が始動しました。

第3回臨時会
【11月1日　出席議員9名】

年賀の挨拶状を失礼します。
　公職選挙法によって、当該選挙区内の方に対し、答礼のため
自筆によるものを除き、年賀状などのあいさつ状は禁止されて
おりますので、ご理解いただきますようお知らせいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　一　同

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
四
年  

元
旦

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

臨 時 会

映画「北のカナリアたち」のロケ支援に映画「北のカナリアたち」のロケ支援に
関わる補正予算などを可決しました関わる補正予算などを可決しました
映画「北のカナリアたち」のロケ支援に
関わる補正予算などを可決しました

委 　 員　田 村 　 修

委 員 長　戸 嶋 郁 夫
副委員長　黒 川 健 一
委 　 員　米 谷 　 篤

委 　 員　俵 谷 芳 光
委 　 員　藤 井 孝二郎

会 　 長　俵 谷 芳 光
副 会 長　藤 井 孝二郎
会計監事　戸 嶋 郁 夫

議会運営委員会

総務民教産建常任委員会

利尻富士町議会の後期構成が決まりました！

議員会

委 　 員　黒 川 健 一

委 　 員　俵 谷 芳 光

委 　 員　戸 嶋 郁 夫

副委員長　前 田 芳 久

委 　 員　米 谷 　 篤

委 　 員　伊 藤 信 勝

委 員 長　藤 井 孝二郎
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編　
集　
後　
記

編　
集　
後　
記

10
日　

熊
本
県
大
津
町
議
会
行
政

　
　
　

視
察

27
日　

第
12
回
利
尻
島
鬼
脇
会

　
　
　

（
札
幌
市
、
議
長
）

4
日　

新
朝
日
ふ
化
場
安
全
祈
願

　
　
　

祭
（
戸
嶋
常
任
委
員
長
）

7
日　

議
会
運
営
委
員
会

1
日　

北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム
㈱

　
　
　

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
就
航
セ
レ
モ

　
　
　

ニ
ー
並
び
に
懇
親
会
（
正

　
　
　

副
議
長
）

2
日　

鬼
脇
保
育
所
・
利
尻
小
学

　
　
　

校
合
同
学
芸
会
、
鴛
泊
小

　
　
　

学
校
学
芸
会
（
正
副
議
長
、

　
　
　

各
議
員
）

5
日　

第
2
回
議
会
改
革
調
査
・

　
　
　

検
討
特
別
委
員
会

6
日　

鴛
泊
地
区
敬
老
会
（
議
長
、

　
　
　

各
議
員
）

7
日　

鬼
脇
地
区
敬
老
会
（
正
副

　
　
　

議
長
、
各
議
員
）

9
日　

鬼
脇
中
学
校
学
校
祭
（
正

　
　
　

副
議
長
、
各
議
員
）

14
日　

札
幌
医
科
大
学
付
属
臨
海

　
　
　

研
究
所
に
係
る
要
望
活
動

　
　
　

（
正
副
議
長
、
田
村
議
員

　
　
　

会
長
）

　
〃　

北
海
道
町
村
議
会
事
務
研

　
　
　

究
会
（
札
幌
市
、
局
長
）

17
日　

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議

　
　
　

会
議
長
会
理
事
会
（
東
京

　
　
　

都
、
議
長
）

18
日　

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」

　
　
　

製
作
に
係
る
「
利
尻
富
士

　
　
　

町
支
援
の
会
」
設
立
総
会

　
　
　

（
議
長
不
在
、
局
長
代
理

　
　
　

出
席
）

20
日　

平
成
23
年
度
利
尻
富
士
町

　
　
　

生
活
安
全
大
会
（
議
長
）

21
日　

鴛
泊
地
区
高
齢
者
ス
ポ
ー

　
　
　

ツ
大
会
（
議
長
）

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

鬼
脇
金
比
羅
神
社
例
大
祭

　
　
　

（
議
長
、
各
議
員
）

1
日　

議
員
会
役
員
会
・
総
会
、

　
　
　

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活

　
　
　

性
化
利
尻
富
士
議
員
連
盟

　
　
　

総
会

3
日　

平
成
23
年
度
利
尻
富
士
町

　
　
　

功
労
者
表
彰
式
（
議
長
、

　
　
　

各
議
員
）

7
日　

「
離
島
振
興
法
の
改
正
・

　
　
　

延
長
」
に
関
す
る
中
央
要

　
　
　

請
活
動
（
東
京
都
、
議
長
）

15
日　

第
30
回
離
島
振
興
市
町
村

　
　
　

議
会
議
長
会
全
国
大
会

　
　
　

（
東
京
都
、
議
長
・
局
長
）

16
日　

第
55
回
町
村
議
会
議
長
全

　
　
　

国
大
会
（
東
京
都
、
議
長

　
　
　

・
局
長
）

18
日　

第
26
回
利
尻
富
士
町
中
学

　
　
　

生
主
張
大
会
（
副
議
長
）

19
日　

渡
邊
眞
氏
、
野
上
智
氏
叙

　
　
　

勲
受
章
祝
賀
会
（
議
長
、

　
　
　

各
議
員
）

23
日　

利
尻
山
神
社
新
嘗
祭
（
正

　
　
　

副
議
長
、
各
議
員
）

議

会

日

誌

　

町
民
の
皆
様
に
は
元
気
で
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
師
走
も
半
ば
を
過
ぎ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
が
冬
本
番
と
な
り
ま
す

の
で
体
調
に
留
意
さ
れ
日
々
を
お
過
ご
し

下
さ
い
。

　

本
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
、
国
内
観

測
史
上
最
大
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
伴
う
東
日
本
大
震
災
は
、
太
平
洋
沿
岸

地
域
は
も
と
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
り
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
者
ま

た
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今

現
在
も
大
変
な
状
態
、
大
変
な
想
い
で
生

活
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
震
災
の
影
響
が
各
方
面
で
心
配
さ
れ

る
中
、
漁
業
は
ま
ず
ま
ず
の
水
揚
げ
で
あ

っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
映
映
画
「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
ロ

ケ
地
に
利
尻
・
礼
文
が
決
定
さ
れ
、
撮
影

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
主
演
は
「
吉
永
小

百
合
さ
ん
」、
完
成
が
楽
し
み
で
す
。

　

利
尻
富
士
町
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
が
新
し
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
に

親
し
み
読
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
に
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

い
。

　

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
、
皆

様
ご
健
勝
で
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　
　
　
　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

田
村　
　

修

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

米
谷　
　

篤

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

前
田　

芳
久

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

伊
藤　

信
勝

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

黒
川　

健
一

議会に請願（陳情）される方に
1．

2．

3．
4．

　請願書（陳情書）は下記の様式に準じ邦文で作成し
て下さい。
　請願書には、町議会議員の中から 1 名以上、紹介議
員として署名または記名押印を受けて下さい。
　請願・陳情はいつでも受付けております。
　その他不明な点については、議会事務局にお問い合
わせ下さい。　　　　　　　　　（電話 82－2512番）

（陳情の場合は「請願」を「陳情」に読みかえてください。）

（表）

請　願　書

請願書（代表）
住所
氏名　　　　　　　w

紹介議員
（署名または記名押印）

（裏）

○○○○○
に関する請願

請願書の内容

平成　　年　　月　　日

利尻富士町議会議長
　　○ ○ ○ ○ 殿

8
月

9
月

10
月

議会・広報広聴特別委員会ではみな

さんのお声をお待ちしております。

■宛先■
〒097－0101
利尻富士町鴛泊字富士野6番地
利尻富士町議会事務局
TEL（0163）82－2512
FAX（0163）82－1253
E-mail
  gikai@town.rishirifuji.hokkaido.jp

あなたの声を
    議会だよりに!

11
月
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